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Ⅰ 調査の概要 

１．目 的 

市民の日常生活を意識と行動の両面からとらえ、横浜市民の生活意識や生活構造を明らかにし、その結

果を市政運営や政策立案の基礎資料として活用することを目的とする。 

 

２．構 成 

ほぼ毎年継続して質問する項目と、行政課題などに応じて年度ごとに設定する項目から構成する。 

 

３．仕 様 

（１）調 査 地 域 横浜市全域 

（２）調 査 対 象 横浜市内に居住する満 18 歳以上の男女個人 

（３）抽 出 人 数  5,000 人 

（４）抽 出 方 法  日本人、外国籍市民ともに住民基本台帳から単純無作為抽出 

（５）調 査 方 法  郵送法・インターネット回答方式併用（調査票を郵送、回答は郵送又は 

インターネットによる） 

（６）調 査 期 間  令和３年５月 26 日（木）～６月 17 日（木） 

（７）調査実施、集計、分析 株式会社アクス 

 

４．項 目 

（１）【市 政】市政への満足度、市政への要望、市政全体への満足度 

（２）【定住意識】現住地居住年数、前住地、居住地選択時の候補地、「横浜市」を住まいとして選んだ理由、

現住地定住意向、横浜に住み続ける理由 

（３）【生活意識】生活満足度、心配ごとや困りごと 

（４）【地域におけるつながり】隣近所とのつき合い方、隣近所とのつき合いの感じ方 

（５）【新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響】新型コロナウイルス感染症の影響、 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大をきっかけとして起きた変化 

（６）【生活価値観】 

（７）【これからの生活・社会】生活を取り巻く環境の変化への期待・不安、今後の横浜のまち 

 

５．回収結果 

（１）回 収 件 数 2,572 件（郵送回答 1,635 件／インターネット回答 937 件） 

（２）回 収 率 51.4％ 

（３）未回収件数 2,428 件（転居、住所不明 75 件を含む） 
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６．集計方法 

単純集計と以下の項目別クロス集計を行った。 

区別（18 区別）、ブロック別（４ブロック別）、年齢別、性・年齢別、ライフステージ別、世帯類型

別、設問間クロス集計 

 
７．報告書の見方 

（１）nは質問に対する回答の対象者数で、100％が何人の回答に相当するかを示す比率算出の基数であ

る。 

（２）百分比は少数第２位を四捨五入して少数第１位まで示している。このため、内訳の合計が 100.0％

に満たない場合や、上回る場合がある。 

（３）１回答者が２つ以上の回答をしてもよい複数回答の設問では、百分比の合計は通常 100.0％を超

える。 

（４）本文や図表中の選択肢表記では、語句を短縮・簡略化している場合がある。 

（５）単純無作為抽出を用いた場合の標本誤差（サンプル誤差）は、信頼度を 95％としたとき、次の式に

よって得られる。標本誤差の幅は、比率算出の基数(n)、及び回答比率（P）によって異なる。 

 

＜標本誤差の計算式＞ 

標本誤差  1.96
𝑁 𝑛
𝑁 1

𝑃 1 𝑃
𝑛

 

  

＜標本誤差早見表＞ 

回答比率（Ｐ） 

 
基数(n) 

10％または 

90％前後 

20％または 

80％前後 

30％または 

70％前後 

40％または 

60％前後 
50％前後 

2,572 人 ±1.16  ±1.55  ±1.77  ±1.89  ±1.93  

2,000 人 ±1.31  ±1.75  ±2.01  ±2.15  ±2.19  

1,000 人 ±1.86  ±2.48  ±2.84  ±3.04  ±3.10  

 500 人 ±2.63  ±3.51  ±4.02  ±4.29  ±4.38  

 100 人 ±5.88  ±7.84  ±8.98  ±9.60  ±9.80  

※ 母集団は横浜市全体の満 18 歳以上人口 3,213,782 人である。（令和３年３月 31 日） 

 

＜標本誤差の見方＞ 

例えば、「ある設問の回答者数が 2,572 であり、その設問中の回答比率が 60％であった場合、そ

の回答比率の誤差の範囲は 高でも 1.89 以内（58.11％～61.89％）である」とみることができる。 

ただし、信頼度が 95％であるので、そのように判断することは 95％の確率で正しいことになる。 

  

N = 母集団数 

n = 回答件数（比率算出の基数） 

P = 回答比率 
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８．回収標本構成 

  (１)区別 (２)ブロック別 

 実数 割合（％）  実数 割合（％） 

全体 2,572 100.0%  全体 2,572 100.0% 
鶴見区 185 7.2%  東部 670 26.0% 
神奈川区 171 6.6%  西部 692 26.9% 
西区 72 2.8%  南部 483 18.8% 
中区 104 4.0%  北部 689 26.8% 
南区 138 5.4%  無回答 38 1.5% 

港南区 158 6.1%   

保土ケ谷区 137 5.3%  ※ブロック別の構成は、以下のとおりである。 

旭区 172 6.7%  東部：鶴見区、神奈川区、西区、中区、南区 

磯子区 100 3.9%  西部：保土ケ谷区、旭区、戸塚区、泉区、瀬谷区 

金沢区 127 4.9%  南部：港南区、磯子区、金沢区、栄区 

港北区 205 8.0%  北部：港北区、緑区、青葉区、都筑区 

緑区 118 4.6%     

青葉区 208 8.1%     

都筑区 158 6.1%     

戸塚区 192 7.5%     

栄区 98 3.8%     

泉区 111 4.3%     

瀬谷区 80 3.1%     

無回答 38 1.5%     

  (３)性・年齢別 

 調査結果 市全体（令和３年３月 31 日現在） 

実数 割合（％） 人口（人） 構成比（％） 

全体 2,572 100.0% 3,213,782 100.0% 

18～29 歳 262 10.2% 486,896 15.2% 

 (18～19 歳) (50) (1.9%) （70,314） (2.2%) 

30 代 301 11.7% 442,622 13.8% 

40 代 466 18.1% 582,161 18.1% 

50 代 494 19.2% 569,126 17.7% 

60 代 408 15.9% 404,298 12.6% 

70 歳以上 605 23.5% 728,679 22.7% 

（80 歳以上） (211) (8.2%) (298,038) (9.3%) 

男性計 1,096 42.6% 1,585,180 49.3% 

 18～29 歳 104 4.0% 248,936 7.7% 

(18～19 歳) (23) (0.9%) (35,730) (1.1%) 

30 代 135 5.2% 227,370 7.1% 

40 代 191 7.4% 296,299 9.2% 

50 代 228 8.9% 294,423 9.2% 

60 代 178 6.9% 203,730 6.3% 

70 歳以上 260 10.1% 314,422 9.8% 

（80 歳以上） (96) (3.7%) (114,288) (3.6%) 

女性計 1,425 55.4% 1,628,602 50.7% 

 18～29 歳 156 6.1% 237,960 7.4% 

(18～19 歳) (27) (1.0%) (34,584) (1.1%) 

30 代 164 6.4% 215,252 6.7% 

40 代 274 10.7% 285,862 8.9% 

50 代 263 10.2% 274,703 8.5% 

60 代 229 8.9% 200,568 6.2% 

70 歳以上 339 13.2% 414,257 12.9% 

（80 歳以上） (112) (4.4%) (183,750) (5.7%) 

性別・年齢無回答 51 2.0% － － 
（注）市全体の人口は、横浜市年齢別男女別人口（住民基本台帳登録者数）による。 
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(４)ライフステージ別 

本調査においては各ライフステージとして、次のとおり属性を定めた。 

 

 
実数 割合 内容 

全 体 2,572 100.0％   

子どもなし（計） 756 29.4%   

 1 単身（１） 307 11.9% 配偶者なし・子どもなし・40 歳未満 

 2 単身（２） 185 7.2% 配偶者なし・子どもなし・40～64 歳 

 3 夫婦だけ（１） 53 2.1% 配偶者あり・子どもなし・40 歳未満 

 4 夫婦だけ（２） 139 5.4% 配偶者あり・子どもなし・40～64 歳 

 5 高齢子どもなし 72 2.8% 65 歳以上・子どもなし 

子どもあり（計） 1,676 65.2%   

 6 家族形成期 143 5.6% 子どもあり・第一子が小学校入学前 

 7 家族成長前期 165 6.4% 子どもあり・第一子が小学校在学中 

 8 家族成長中期 187 7.3% 子どもあり・第一子が中学校又は高校在学中 

 9 家族成長後期 109 4.2% 
子どもあり・第一子が各種学校・専修・専門学校・短大・ 

大学生・大学院生の子を持つ親 

 10 家族成熟前期 89 3.5% 子どもあり・第一子が学校教育終了・教育期※の子どもがいる 

 11 家族成熟中期 322 12.5% 子どもあり・子どもが全員学校教育を終了・65 歳未満 

 12 家族成熟後期 661 25.7% 子どもあり・子どもが全員学校教育を終了・65 歳以上 

その他 140 5.4% 1～12 以外、分類不能 

※ 教育期‥小学校、中学校、高校、各種学校、専修、専門学校、短大、大学生又は大学院に在学中 

  

数値 
属性 
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＜ライフステージとその構成条件＞ 

質問、項目名 
選択肢名 
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
 

単 

 

身 

 

(1) 

単 

 

身 

 

(2) 

夫 

婦 

だ 

け 

(1) 

夫 

婦 

だ 

け 

(2) 

高 

齢 

子 

ど 

も 

な 

し 

家 

族 

形 

成 

期 

家 

族 

成 

長 

前 

期 

家 

族 

成 

長 

中 

期 

家 

族 

成 

長 

後 

期 

家 

族 

成 

熟 

前 

期 

家 

族 

成 

熟 

中 

期 

家 

族 

成 

熟 

後 

期 

そ 

 

の 

 

他 

F6 
子
ど
も 

なし ○ ○ ○ ○ ○         

あり      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

F2

年

齢 

40 歳未満 ○  ○   

     

○   

40 歳～64 歳  ○  ○  ○   

65 歳以上     ○  ○  

F5 
未 
・ 
既
婚 

既婚・有配偶者   ○ ○ ○ 

       

 

既婚・配偶者離死別 ○ ○   ○  

未婚 ○ ○   ○  

F6

子

ど

も

の

成

長

段

階 

小学校入学前 

     

○    ◎    

小学校在学中  ○   ◎    

中学校在学中   ○  ◎    

高校在学中   ○  ◎    

各種・専修・専門学校在学中    ○ ◎    

短大・大学・大学院在学中    ○ ◎    

学

校

教

育

終

了 

未婚・同居     ○ ○ ○  

未婚・別居     ○ ○ ○  

既婚・同居     ○ ○ ○  

既婚・別居     ○ ○ ○  

（注１） 子どもの成長段階の欄のうち、「6 家族形成期」、「7 家族成長前期」、「8 家族成長中期」、

「9 家族成長後期」の○印は、子どもが複数いる場合、第一子の状況とする。 

（注２） 子どもの成長段階の欄のうち、「10 家族成熟前期」は、◎印及び○印がそれぞれ１つ以上あるこ

とを条件とする。 

（注３） 「その他」は、構成条件の質問で「その他」の回答や「無回答」があって、１～12 以外のもの及

び分類不能なものである。  

ライフ 
ステージ 
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(５)世帯類型別 

本調査においては各世帯類型として、次のとおり属性を定めた。 

 

属性 
実数 割合 内容 

全 体 2,572 100.0%  

1 ひとり暮らし（１） 107 4.2% ひとり暮らし・40 歳未満 

2 ひとり暮らし（２） 110 4.3% ひとり暮らし・40～64 歳 

3 ひとり暮らし（３） 135 5.2% ひとり暮らし・65 歳以上 

4 夫婦のみ（１） 209 8.1% 夫婦二人暮らし・子どもなし 

5 夫婦のみ（２） 433 16.8% 夫婦二人暮らし・子どもあり 

6 子と同居（１） 591 23.0% 親子２世代で同居・教育期※の子どもがいる 

7 子と同居（２） 331 12.9% 親子２世代で同居・子どもが全員学校教育終了 

8 親と同居（１） 156 6.1% 親子２世代で同居・子どもなし・40 歳未満 

9 親と同居（２） 100 3.9% 親子２世代で同居・子どもなし・40 歳以上 

10 祖父母と親と子 152 5.9% 祖父母と親子と子３世代で同居 

   その他 248 9.6% 1～10 以外、分類不能 

※ 教育期‥小学校、中学校、高校、各種学校、専修、専門学校、短大、大学生又は大学院に在学中 

  

数値 



7 

 

＜世帯類型とその構成条件＞ 

質問、項目名 

選択肢名 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10   

ひ 

と 

り 

暮 

ら 

し 

(１) 

ひ 

と 

り 

暮 

ら 

し 

(２) 

ひ 

と 

り 

暮 

ら 

し 

(３) 

夫 

婦 

の 

み 

(１) 

夫 

婦 

の 

み 

(２) 

子 

と 

同 

居 

(１) 

子 

と 

同 

居 

(２) 

親 

と 

同 

居 

(１) 

親 

と 

同 

居 

(２) 

祖 

父 

母 

と 

親 

と 

子 

そ 

の 

他 

F7 

家

族

形

態 

一人暮らし ○ ○ ○         

夫婦のみ    ○ ○       

親と子（２世代）      ○ ○ ○ ○   

祖父母と親と子（３世代）          ○  

 

F6

子

ど

も

の

成

長

段

階 

子どもはいない 

   

○    ○ ○   

小学校入学前  ○ ○      

小学校在学中  ○ ○      

中学校在学中  ○ ○      

高校在学中  ○ ○      

各種・専修・専門学校在学中  ○ ○      

短大・大学・大学院在学中  ○ ○      

学

校

教

育

終

了 

未婚・同居    ○     

未婚・別居  ○       

既婚・同居    ○     

既婚・別居  ○       

F2

年

齢 

40 歳未満 ○   

    

○  

 

 

40 歳～64 歳  ○   ○  

65 歳以上   ○  ○  

（注１） 子どもの成長段階の欄のうち、「6 子と同居(1)」は、○印が１つ以上あることを条件とし、学校 

教育を終了した子どもの有無は問わない。「7 子と同居(2)」は学校教育を終了した子どものみとする。 

（注２） 「その他」は、構成条件の質問で「その他」の回答や「無回答」があって、１～10 以外のもの及び 

分類不能なものである。 

  

世帯類型 
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（６）出生地別  （11）勤務地別 n=自営業を除く有職者 

   

 

（７）未・既婚別 

 

 

 

（８）共働き状況別 n=既婚(有配偶者) 

   

 

（９）職業別 

 

 

 

 

 

（10）就業形態別 n=自営業を除く有職者 

 

 

 

 

 

 

 

（13）鉄道路線別 

（12）住居形態別 

（注）・東横線：｢東横線｣｢みなとみらい線｣ 

・東海道線北部：｢東海道・横須賀線｣のうちの鶴見区・神奈川区、｢京浜 

東北線｣、｢京浜急行線｣のうちの鶴見区、｢南武線｣、｢鶴見線｣ 

・東海道線南部：｢東海道・横須賀線｣のうちの鶴見区・神奈川区以外 

・京浜急行線：｢京浜急行線｣のうちの鶴見区以外、｢金沢シーサイドライン｣ 

・市営地下鉄線北部：｢市営地下鉄線｣のうちの神奈川区・港北区・緑区・ 

青葉区・都筑区 

・市営地下鉄線南部：｢市営地下鉄線｣のうちの神奈川区・港北区・緑区・ 

青葉区・都筑区以外 

実数 割合

2,572 100.0%
811 31.5%

1,721 66.9%
40 1.6%

全体
横浜生まれ
横浜以外
無回答

数値
属性

実数 割合

2,572 100.0%
既婚（計） 1,983 77.1%

有配偶者 1,655 64.3%
離死別 328 12.8%

未婚 530 20.6%
無回答 59 2.3%

全体

属性
数値

実数 割合

1,655 100.0%

760 45.9%
887 53.6%

8 0.5%

全体
共働きしている
共働きしていない
無回答

属性
数値

実数 割合

2,572 100.0%

有職者（計） 1,520 59.1%
自営業 172 6.7%
管理職 124 4.8%
専門技能職 253 9.8%
事務職 487 18.9%
現業職 484 18.8%

無職者（計） 975 37.9%
専業主婦・主夫 370 14.4%
学生 93 3.6%
無職 512 19.9%

無回答 77 3.0%

全体

属性
数値

実数 割合

1,348 100.0%

47 3.5%
774 57.4%
347 25.7%
36 2.7%

122 9.1%
12 0.9%
10 0.7%

全体
会社役員

その他
無回答

契約社員・嘱託社員
派遣社員
アルバイト・パート
正社員・正規職員

属性
数値

実数 割合

1,348 100.0%

297 22.0%
426 31.6%
109 8.1%
90 6.7%

362 26.9%
20 1.5%
8 0.6%
4 0.3%

20 1.5%
12 0.9%

全体
居住区内
市内他区
川崎市

埼玉県
その他
無回答

川崎市を除く県内の他市町村
東京都区部
東京都区部を除く東京都
千葉県

属性
数値

実数 割合

2,572 100.0%

1,166 45.3%
757 29.4%
50 1.9%
44 1.7%

56 2.2%

54 2.1%

396 15.4%

12 0.5%
37 1.4%

借家（県営・市営の共同住宅）

全体
持家（一戸建て）
持家（ﾏﾝｼｮﾝ・共同住宅）
借家（一戸建て）

借家（都市再生機構（旧公団）・
公社の共同住宅）

借家（社宅、公務員住宅）

借家（民間アパート、民間
賃貸マンション

その他
無回答

属性
数値

実数 割合

2,572 100.0%

190 7.4%
214 8.3%
207 8.0%

209 8.1%

365 14.2%

209 8.1%

272 10.6%

308 12.0%

240 9.3%

220 8.6%
138 5.4%

根岸線

全体
横浜線
東横線・みなとみらい線
田園都市線・こどもの国線

相鉄線

京浜急行線

市営地下鉄線北部

市営地下鉄線南部
その他・不明

東海道線北部

東海道線南部

属性 数値
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【生活意識】次に、生活の満足度や心配ごとなどについてお尋ねします。 

問５ あなたは、今のご自分の生活に満足しているほうですか。それとも、不満があるほうですか。

（○は１つ） 

25.8 満足しているほう 7.6 やや不満があるほう 

47.6 まあ満足しているほう 3.1 不満があるほう 

12.4 どちらともいえない  

 

問６ 今のご自分の生活について、次の項目別にみると、満足しているほうですか。それとも、不満

があるほうですか。（○はそれぞれ１つ） 

   

満

足

し

て

い

る 

ほ

う 

 

ま
あ
満
足
し
て

い

る

ほ

う 

 

ど

ち

ら

と

も 
い

え

な

い 

 

や

や

不

満

が 

あ

る

ほ

う 

 

不

満

が

あ

る 

ほ

う 

 

無

回

答 

（ア）住まい 

 
 31.9 

 
46.7 

 
9.9 

 
 6.9 

 
2.6 

 
 1.9 

     

（イ）自由に過ごせる時間  28.9 
 

42.8 
 

15.1 
 

 7.9 
 

3.0 
 

 2.3 
     

（ウ）仕事・学業  15.0 
 

34.8 
 

26.7 
 

 8.5 
 

3.8 
 

11.2 
     

（エ）収入   10.1 
 

33.9 
 

28.8 
 

15.8 
 

7.7 
 

 3.7 
     

（オ）健康  17.5 
 

43.9 
 

21.6 
 

10.9 
 

3.5 
 

 2.6 
     

（カ）家族との関係  37.4 
 

40.9 
 

13.1 
 

 3.9 
 

2.4 
 

 2.3 
     

（キ）友人や近隣とのつき合い  17.6 
 

45.5 
 

29.1 
 

 4.1 
 

1.6 
 

 2.1 
     

 

問７ あなたは、近頃、ご自分やご家族の生活のことで心配ごとや困っていることがありますか。

（○は３つまで） 

51.3 自分の病気や健康、老後のこと 4.0 近隣からの悪臭・騒音 

38.8 家族の病気や健康、生活上の問題 5.0 環境問題 

8.7 失業・倒産や収入が減ること 7.0 事故や災害のこと 

15.1 仕事や職場のこと 4.7 犯罪や防犯のこと 

22.2 景気や生活費のこと 10.0 住宅のこと 

11.7 子どもの保育や教育のこと 3.6 その他（具体的に        ） 

7.4 子どもの結婚や就職のこと 12.6 心配ごとや困っていることはない 

 

  

3.5（無回答）  

3.4（無回答）  
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【市 政】市の行政などについてお尋ねします。 

問８ あなたが、満足している公共サービスは何ですか。次の中からいくつでも選んでください。

（○はいくつでも） 

 

52.4 バス・地下鉄などの便 

18.5 幹線道路や高速道路の整備 

19.8 通勤・通学・買い物道路や歩道の整備 

3.3 違法駐車の防止や交通安全対策 

3.9 駐車場の整備 

21.3 寄り駅周辺の整備 

9.9 都心部の整備や魅力づくり 

17.1 街並みや景観の形成や保全 

7.2 港湾機能と市民が親しめるミナトづくり 

5.9 観光やコンベンション（国際会議やイベント）の振興 

10.6 身近な住民窓口サービス 

8.6 役所等に出向かずにインターネットで手続等ができるオンライン化 

0.6 中小企業振興や雇用の創出 

3.1 商店街の振興 

3.9 野菜栽培や市民農園などの都市農業の振興 

22.2 公園・動物園の整備 

16.5 緑の保全と緑化の推進 

7.3 河川改修と水辺環境の整備 

7.3 下水道施設整備による身近な川や海などの水質改善 

23.4 良質な水の確保や安定供給 

1.8 環境汚染や騒音などへの対策 

33.5 ごみの分別収集、リサイクル 

5.8 ごみの不法投棄対策や街の美化 

1.8 地球温暖化への対策 

4.0 地震や台風などの災害対策 

4.8 防犯対策 

2.5 食品衛生・環境衛生の監視・指導 

3.7 保育など子育て支援や保護を要する児童への援助 

3.6 学校教育の充実 

1.2 青少年の健全育成 

15.9 病院や救急医療など地域医療 

10.0 高齢者や障害者が移動しやすい街づくり（駅舎へのエレベーター設置など） 

6.3 高齢者福祉 

3.9 障害者福祉 

2.2 経済的に困っている人の保護や支援 

0.6 公的住宅の整備や住宅取得への融資 

11.0 地区センターやコミュニティハウスなどの整備や生涯学習・市民活動の振興 

10.5 美術館・図書館・区民文化センターなどの整備や市民文化の振興 

6.0 スポーツ・レクリエーションの振興や施設の整備 

4.5 橋梁や上下水道などの都市インフラの老朽化対策 

2.2 国際交流・協力の推進 

2.3 広報や広聴、市民相談、情報公開など市民参加の推進 

1.2 男女共同参画社会の推進、人権問題への対応 

1.6 その他（具体的に                             ） 

10.0 わからない 

 
3.0（無回答）  
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問９ あなたが、今後、充実すべきだと思う公共サービスは何ですか。次の中からいくつでも選んで

ください。（○はいくつでも） 

 

23.0 バス・地下鉄などの便 

8.3 幹線道路や高速道路の整備 

23.1 通勤・通学・買い物道路や歩道の整備 

17.3 違法駐車の防止や交通安全対策 

11.2 駐車場の整備 

20.6 寄り駅周辺の整備 

5.6 都心部の整備や魅力づくり 

14.3 街並みや景観の形成や保全 

4.9 港湾機能と市民が親しめるミナトづくり 

3.3 観光やコンベンション（国際会議やイベント）の振興 

20.7 身近な住民窓口サービス 

20.4 役所等に出向かずにインターネットで手続等ができるオンライン化 

8.7 中小企業振興や雇用の創出 

18.8 商店街の振興 

7.9 野菜栽培や市民農園などの都市農業の振興 

13.5 公園・動物園の整備 

18.3 緑の保全と緑化の推進 

12.2 河川改修と水辺環境の整備 

13.5 下水道施設整備による身近な川や海などの水質改善 

14.5 良質な水の確保や安定供給 

14.4 環境汚染や騒音などへの対策 

15.9 ごみの分別収集、リサイクル 

19.6 ごみの不法投棄対策や街の美化 

23.9 地球温暖化への対策 

31.7 地震や台風などの災害対策 

27.4 防犯対策 

7.5 食品衛生・環境衛生の監視・指導 

20.1 保育など子育て支援や保護を要する児童への援助 

19.8 学校教育の充実 

12.1 青少年の健全育成 

30.4 病院や救急医療など地域医療 

23.7 高齢者や障害者が移動しやすい街づくり（駅舎へのエレベーター設置など） 

28.8 高齢者福祉 

15.1 障害者福祉 

19.8 経済的に困っている人の保護や支援 

6.1 公的住宅の整備や住宅取得への融資 

9.6 地区センターやコミュニティハウスなどの整備や生涯学習・市民活動の振興 

11.9 美術館・図書館・区民文化センターなどの整備や市民文化の振興 

9.3 スポーツ・レクリエーションの振興や施設の整備 

17.0 橋梁や上下水道などの都市インフラの老朽化対策 

5.5 国際交流・協力の推進 

5.9 広報や広聴、市民相談、情報公開など市民参加の推進 

6.9 男女共同参画社会の推進、人権問題への対応 

3.7 その他（具体的に                             ） 

5.9 わからない 
 

  

1.1（無回答）  
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【生活価値観】 

問 15 次に挙げる項目について、あなたはどう思いますか。当てはまるものをお選びください。   

（○はそれぞれ１つ） 

 

  

そ

う

思

う 

 

ど

ち

ら

か

と 

い

え

ば 

そ

う

思

う 

 

ど

ち

ら

と

も 

い

え

な

い 

 

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

 

そ

う

思

わ

な

い 

 

無

回

答 

（ア） 必ずしも結婚はする必要はない 
 

27.9 
 

19.4 
 

30.0 
 

12.3 
 

8.0 
 

2.4 
      

（イ） 夫も家事や育児を分担すべきだ 
 

49.2 
 

31.9 
 

13.4 
 

1.7 
 

1.2 
 

2.5 
      

（ウ） いくつになっても元気なうちは働くべきだ 
 

28.1 
 

31.0 
 

27.2 
 

6.2 
 

5.6 
 

1.9 
      

（エ） 
仕事は収入のためで、仕事以外の自分の生活を大
切にする 

 
28.1 

 
35.5 

 
24.7 

 
6.5 

 
2.6 

 
2.7 

      

（オ） 
いったん職業に就いたら、その仕事を一生続ける
方がよい 

 
6.1 

 
13.7 

 
38.9 

 
15.3 

 
24.0 

 
2.1 

      

（カ） 多少生活が不便でも、静かな郊外に住む方がよい 
 

7.5 
 

17.8 
 

45.4 
 

16.8 
 

10.4 
 

2.1 
      

（キ） 
同じ場所にずっと住むよりも、生活の変化に応じ
て住み替える方がよい 

 
7.0 

 
15.8 

 
43.9 

 
18.3 

 
13.2 

 
1.9 

      

（ク） 地方で暮らすよりも、大都市で暮らしたい 
 

8.9 
 

22.5 
 

42.0 
 

13.4 
 

11.4 
 

1.9 
      

（ケ） 
いろいろな人と広く交流するより、気のあった人
と深く付き合う方がよい 

 
20.4 

 
36.0 

 
33.1 

 
6.1 

 
2.6 

 
1.9 

      

（コ） 
何らかの形で、積極的に社会に役に立つことをし
たい 

 
15.9 

 
41.4 

 
31.8 

 
5.9 

 
2.9 

 
2.0 

      

（サ） 
手助けが必要なときは、隣近所の人に頼むよりサ
ービス業者に頼んだ方がよい 

 
20.6 

 
37.6 

 
32.2 

 
5.4 

 
2.4 

 
1.8 

      

（シ） 
困ったことがあった時でも、できるだけ本人や家
族等で解決するべきだ 

 
10.7 

 
29.7 

 
35.3 

 
14.4 

 
7.9 

 
1.9 

      

（ス） 大切なのは社会全体のことより、自分の生活だ 
 

8.5 
 

21.9 
 

45.9 
 

14.4 
 

7.3 
 

1.9 
      

（セ） 将来に備えるより、今の生活を大切にしたい 
 

6.8 
 

17.5 
 

40.9 
 

24.9 
 

8.0 
 

1.9 
      

（ソ） 
自分の生活が便利になるのであれば、自分に関す
る情報を知らせたり登録したりしてもよい 

 
6.1 

 
21.7 

 
35.3 

 
19.4 

 
15.4 

 
1.9 

      

（タ） 
インターネットやスマートフォンは、生活に必要
不可欠である 

 
45.8 

 
28.0 

 
16.1 

 
4.0 

 
3.8 

 
2.3 
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【これからの生活・社会】 

問 16  あなたは、次のような私たちの生活を取り巻く環境の変化について、期待をしていますか。そ

れとも、不安に思っていますか。（○はそれぞれ１つ） 
 

 

期
待
し
て
い
る 

 

ど

ち

ら

か

と 

い

え

ば

期

待 

し

て

い

る 

 

ど

ち

ら

と

も 

い

え

な

い 

 

ど

ち

ら

か

と 

い
え
ば
不
安
に 

思

っ

て

い

る 

 
不

安

に

思

っ 

て

い

る 

 

無

回

答 

（ア）仕事をする場所や時間が選択できるなど、新たな仕事ス

タイルが広がること 
34.8 

 
34.5 

 

22.8 

 

 3.3 

 

1.4 
 

3.2 
 

   
 

（イ）平均寿命や健康寿命が延び、生涯にわたり、学び働き続

けられる社会になること 
30.2 

 
37.8 

 

22.4 

 

 5.3 

 

2.4 
 

1.8 
 

   
 

（ウ）お互いの立場や能力、価値観などの違いを認め合い、そ

れぞれが望む生き方を選択できる社会になること 
40.4 

 
41.4 

 
13.2 

 
 2.2 

 
0.9 

 
1.8 

     

（エ）ＡＩ（人工知能）技術の実用化が進むこと（医学的診断、

自動運転、交通渋滞の緩和等への活用など） 
29.0 

 
35.2 

 

25.0 

 

 5.7 

 

2.9 
 

2.3 
 

   
 

（オ）キャッシュレス化が進むこと（支払い等に現金を使用せ

ずクレジットカードや電子マネー等を利用するなど） 
19.9 

 
24.0 

 
33.7 

 
13.1 

 
7.6 

 
1.7 

     

（カ）行政手続のオンライン化が進むこと（役所に出向かずに

インターネットで手続ができるなど） 
34.0 

 
29.8 

 
20.3 

 
 7.8 

 
5.9 

 
2.1 

     

 

問 17 今後の横浜のまちについて、あなたはどのようなまちになるとよいと思いますか。 も優先し 

たいものを５つまでお選びください。（○は５つまで） 

27.4 多くの企業が集まり、安定した雇用がある 

12.5 様々な分野で先端技術を活かした取組が進んでいる 

12.3 国内外から多くの観光客が訪れ、にぎわいがある 

18.4 国籍をはじめ、文化の違いや多様性を認め合う風土がある 

20.7 文化・芸術に触れる機会が多くある 

27.6 歴史のある建造物、美しい景観や街並みが多くある 

11.0 スポーツに親しむ機会（観戦や応援を含む）が身近にある 

37.1 豊かな自然がある 

16.4 地球温暖化対策など環境に配慮した取組が進んでいる 

52.0 医療体制が充実している 

13.6 魅力的な商業施設が多い 

20.3 鉄道・道路など交通ネットワークが整備されている 

15.6 バスやタクシーなど地域での移動の手段が充実している 

28.1 子どもを安心して育てられる 

35.1 高齢者や障害のある人も暮らしやすい 

5.3 住民同士の協力や助け合いが盛んである 

31.1 災害に強い 

32.9 犯罪が起きにくい 

21.8 市民の声が市政に十分反映されている 

1.6 その他（具体的に                                 ） 

2.0 特にない 3.3（無回答）  






